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７
年
近
く
に
及
ん
だ
景
気
拡
大

は
、
昨
年
末
に
終
焉
を
迎
え
た
と
見

ら
れ
る
。
こ
の
間
、
実
質
ベ
ー
ス
で

輸
出
は
１
・
８
倍
と
大
幅
に
増
加
し

た
が
、
国
内
需
要
は
わ
ず
か
１
・
１

倍
に
と
ど
ま
っ
た
。

国
内
需
要
の
う
ち
、

設
備
投
資
は
１
・
３

倍
と
健
闘
し
た
が
、

個
人
消
費
は
１
・
１

倍
と
回
復
が
遅
れ

た
。
好
調
な
輸
出
が
企
業
業
績
改
善

と
設
備
投
資
拡
大
を
も
た
ら
し
た

が
、個
人
消
費
に
回
復
が
及
ぶ
前
に
、

今
回
も
景
気
拡
大
が
終
わ
っ
た
。
個

人
消
費
が
牽
引
す
る
景
気
回
復
は
あ

り
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
不
適
切
な

政
策
で
個
人
消
費
の
足
を
引
っ
張
る

こ
と
は
な
か
っ
た
か
。

　

本
書
は
、新
古
典
派
の
立
場
か
ら
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
マ
ク
ロ
の
変
動

メ
カ
ニ
ズ
ム
」と「
ミ
ク
ロ
の
構
造
」

を
論
じ
た
日
本
経
済
論
で
あ
る
。
著

者
は
マ
ク
ロ
経
済
学
と
労
働
経
済
学

の
専
門
家
で
、
平
易
な
説
明
と
多
数

の
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
、
読
者
の
疑
問

に
答
え
て
く
れ
る
。

　

適
切
な
経
済
政
策
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
経
済
政
策

の
目
標
と
し
て
、
高
い
成
長
率
を
掲

げ
る
。
し
か
し
、
高
い
成
長
率
を
目

指
す
の
は
、
そ
れ
が

個
人
消
費
の
持
続
的

な
増
大
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
た
め
で
あ

る
。
経
済
政
策
で
設

備
投
資
を
刺
激
し
、

一
時
的
に
成
長
率
を
高
め
て
も
、
投

資
の
果
実
が
消
費
の
持
続
的
増
大
に

つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
、
適
切
な
政
策

と
は
言
え
な
い
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
成
長
率
の
低
下

を
避
け
る
た
め
に
大
規
模
な
財
政
政

策
が
発
動
さ
れ
、
設
備
投
資
の
刺
激

が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
政
策
に

よ
っ
て
促
さ
れ
た
の
は
低
い
収
益
率

の
投
資
ば
か
り
で
、
結
果
的
に
生
産

性
上
昇
率
は
低
下
し
、
消
費
水
準
の

向
上
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
超
低

金
利
政
策
も
低
生
産
性
部
門
の
投
資

を
促
し
、「
失
わ
れ
た
10
年
」
の
最

大
の
原
因
で
あ
る
不
良
債
権
問
題
を

こ
じ
ら
せ
た
可
能
性
が
高
い
と
著
者

は
言
う
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
政
策

は
家
計
部
門
が
得
ら
れ
る
は
ず
の
利

子
所
得
を
犠
牲
に
し
て
行
わ
れ
た
。

　

小
泉
改
革
に
よ
っ
て
、
不
良
債
権

問
題
は
よ
う
や
く
解
決
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
超
低
金
利
政
策
継
続

に
よ
る
金
利
負
担
軽
減
な
ど
企
業
部

門
を
優
先
し
、
家
計
の
消
費
水
準
を

高
め
る
と
い
う
発
想
は
欠
落
し
た
ま

ま
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
部
門
で
は

一
種
の
「
合
成
の
誤
謬
」
が
生
じ
て

い
る
と
指
摘
す
る
。
非
正
規
雇
用
の

増
大
は
、
個
々
の
企
業
に
と
っ
て
人

件
費
抑
制
、業
績
改
善
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
日
本
の
雇

用
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
「
保
険
機
能
」

の
対
象
か
ら
外
れ
る
勤
労
者
の
増
加

を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
家
計
部
門

の
所
得
が
抑
制
さ
れ
、
個
人
消
費
ひ

い
て
は
日
本
経
済
の
持
続
的
な
回
復

を
阻
害
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

議
論
が
分
か
れ
る
点
も
あ
る
が
、

興
味
深
い
論
考
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
日
本
経
済
の
全
体
像
を
と
ら
え

る
た
め
の
格
好
の
１
冊
で
あ
る
。

◎
評
者　

河
野
龍
太
郎
（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
経
済
調
査
本
部
長
）

平
易
な
説
明
と
多
数
の
グ
ラ
フ
で

日
本
経
済
の
全
体
像
を
と
ら
え
る

　

世
界
最
大
の
家
具
小
売
り
チ
ェ
ー

ン
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
・
イ

ケ
ア
が
日
本
に
再
上
陸
し
て
２
年
。

す
で
に
関
東
、
関
西
に
２
つ
ず
つ
巨

大
店
舗
を
構
え
、
11
月
に
は
埼
玉
県

三
郷
市
に
５
店
舗
目
を
開
店
予
定

と
、
快
進
撃
を
見
せ

て
い
る
。
１
年
間
の

グ
ル
ー
プ
売
り
上
げ

は
１
９
８
億
ユーロ
（
約

３
兆
３
５
０
０
億

円
）
で
、
36
カ
国
２

８
２
店
舗
、
従
業
員
は
11
万
８
０
０

０
人
に
達
す
る
。

　

本
書
は
、
創
業
者
で
あ
る
イ
ン
グ

『
日
本
経
済
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

─
─
構
造
と
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』

脇
田　

成
著
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）

有斐閣
2625円

『
イ
ケ
ア
の
挑
戦

─
─
創
業
者
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ル
・
カ
ン
プ
ラ
ー
ド
は
語
る

』

バッ
テ
ィ
ル・ト
ー
レ
ク
ル
著
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
家
・ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

楠
野
透
子
訳

ノルディック出版
2500円

野
の ざ き

崎 六
ろくすけ

助
（作家・評論家）

ア
メ
リ
カ
の“
瞑く

ら
い
”時
代
に

挑
ん
だ
力
作
の
圧
倒
的
量
感

お
す
す
め
ミ
ス
テ
リ

　

デ
ニ
ス・ル
ヘ
イ
ン
の
新
作『
運

命
の
日
（
上
・
下
）』（
早
川
書
房
、

各
１
８
９
０
円
）
は
、
一
大
ス
ケ

ー
ル
の
歴
史
大
作
。
い
か
に
も
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
華
や
か
な
原
作

に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

舞
台
は
、
第
１
次
世
界
大
戦
終

結
直
後
の
ボ
ス
ト
ン
。
ア
メ
リ
カ

史
上
も
っ
と
も
多
く
労
働
者
の
ス

ト
ラ
イ
キ
闘
争
と
ス
ト
ラ
イ
キ
妨

害
の
血
が
流
さ
れ
た
時
期
。
ボ
ス

ト
ン
市
警
に
よ
る
警
官
ス
ト
ラ
イ

キ
と
い
う
史
実
を
ふ
ま
え
た
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
警
官
の

家
に
生
ま
れ
な
が
ら
反
抗
心
の
ま

ま
に
運
命
を
狂
わ
せ
る
ダ
ニ
ー
。
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ヴ
ァ
ル
・
カ
ン
プ
ラ
ー
ド
が
初
め
て

自
ら
の
言
葉
で
イ
ケ
ア
の
歴
史
を
語

っ
た
も
の
で
、
17
カ
国
語
に
翻
訳
さ

れ
て
世
界
中
で
読
ま
れ
て
い
る
。
カ

ン
プ
ラ
ー
ド
は
１
９
８
６
年
に
社
長

の
座
を
退
い
た
が
、
82
歳
の
今
で
も

経
営
の
実
権
を
握
り
、
そ
の
哲
学
は

会
社
の
隅
々
に
浸
透
し
て
い
る
。

　

評
者
は
イ
ケ
ア
が

世
界
的
に
成
功
し
た

理
由
は
、
①
低
コ
ス

ト
を
徹
底
追
求
す
る

「
ケ
チ
ケ
チ
精
神
」、

②
北
欧
・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
の
力
、

③
非
上
場
を
続
け
、
自
ら
の
利
益
の

み
を
財
源
と
す
る
脱
金
融
の
経
営
モ

デ
ル
─
─
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
創
業
者
の
言
葉
の

端
々
に
、
こ
の
企
業
の
強
さ
の
秘
密

が
う
か
が
え
る
。

　

イ
ケ
ア
は
母
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
経
済
・
経
営
学
を
学
ぶ
学
生
の
就

職
先
と
し
て
６
年
連
続
で
人
気
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
優

秀
な
人
材
を
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の

か
。
カ
ン
プ
ラ
ー
ド
は
「
個
人
が
責

任
を
持
ち
、仕
事
に
意
味
を
見
出
し
、

斬
新
な
思
い
つ
き
を
実
行
に
移
し
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
可
能
性
を
提

供
す
る
か
ら
」
だ
と
答
え
て
い
る
。

　

イ
ケ
ア
は
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
籍
の

非
営
利
財
団
が
、
株
式
非
公
開
の
持

ち
株
会
社
を
保
有
す
る
な
ど
の
複
雑

な
企
業
構
造
を
築
き
、
節
税
に
努
め

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
の
カ
ン
プ

ラ
ー
ド
の
生
活
は
質
素
で
、
決
し
て

「
金
の
亡
者
」
で
は
な
い
。
ア
メ
リ

カ
的
な
弱
肉
強
食
の
資
本
主
義
を

「
一
度
も
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
」

と
述
懐
し
、
実
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社

会
民
主
党
が
唱
え
る
北
欧
型
福
祉
社

会
の
理
念
を
支
持
し
て
き
た
の
だ

と
、
意
外
な
一
面
も
の
ぞ
か
せ
る
。

　

イ
ケ
ア
は
日
本
の
第
１
号
店
の
開

店
の
際
、「
家
庭
と
仕
事
、
ど
っ
ち

が
大
切
？
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

広
告
で
展
開
し
た
。
こ
れ
に
は
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
挑
戦
す
る
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
点
か

ら
も
、
家
具
と
い
う

商
品
を
通
じ
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
的
な
価
値
観
を
売
る
企
業

だ
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

カ
ン
プ
ラ
ー
ド
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
人
物
の
起
業
家
精
神
や
経
営
哲
学

を
知
り
た
い
方
、
そ
し
て
家
庭
を
中

心
と
す
る
北
欧
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
当

て
た
就
業
ス
タ
イ
ル
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
に
も
お
薦
め
の
１
冊
だ
。

◎
評
者　

川
崎
一
彦
（
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
具
王
が
語
る

経
営
哲
学
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

故
郷
の
南
部
で
事
件
を
起
こ
し
逃

げ
て
き
た
黒
人
ル
ー
サ
ー
。
主
人

公
は
２
人
だ
。
そ
こ
に
、
ア
メ
リ

カ
野
球
の
大
ス
タ
ー
選
手
べ
ー

ブ
・
ル
ー
ス
の
挿
話
が
、
巧
み
に

配
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
１
０
年
代
末
。
暴
力
と
裏

切
り
の
交
差
す
る
こ
の
時
代
の
瞑く
ら

い
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
は
、
一
般
の
歴

史
書
に
も
あ
ま
り
照
ら
さ
れ
な

い
。
そ
こ
に
挑
ん
だ
力
作
の
量
感

は
圧
倒
的
だ
。
文
句
な
く
、『
ミ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
バ
ー
』
の
作
者

の
代
表
作
。「
新
し
い
時
代
」
の

到
来
を
告
げ
る
ラ
ス
ト
は
、
歴
史

観
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
注
文
を
つ

け
た
く
な
る
だ
ろ
う
が
、
長
大
で

陰
鬱
な
小
説
の
最
後
を
飾
る
救
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

映
画
化
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ

セ
ッ
シ
か
と
思
っ
た
ら
、
サ
ム
・

ラ
イ
ミ
だ
と
い
う
。
こ
ち
ら
も
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
う
１
点
、
現
代
史
に
取
材
し

た
犯
罪
小
説
を
。
エ
ー
ス
・
ア
ト

キ
ン
ス
『
ホ
ワ
イ
ト
・
シ
ャ
ド
ウ
』

（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
文
庫
、

９
９
８
円
）。

　

こ
ち
ら
の
舞
台
は
、
キ
ュ
ー
バ

革
命
前
夜
の
フ
ロ
リ
ダ
と
ハ
バ

ナ
。
ギ
ャ
ン
グ
、警
察
、革
命
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
入
り
乱
れ
、

若
き
日
の
「
フ
ィ
デ
ル
」
は
じ
め

実
在
の
人
物
も
そ
こ
に
は
め
こ
ま

れ
る
。
近
接
す
る
作
品
も
多
い
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ノ
ワ
ー
ル
お
好
み

の
題
材
と
い
え
る
。
現
実
の
迷
宮

入
り
事
件
の
解
釈
な
ど
、
読
み
ご

た
え
は
十
分
だ
。

　

２
作
と
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ

ル
ロ
イ
調
の
暗
黒
歴
史
も
の
フ
ァ

ン
向
き
。
エ
ル
ロ
イ
ほ
ど
の
歪
曲

や
毒
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、

ご
安
心
を
。

※この欄は「末國善己の時代小説」と隔週交代で掲載します。


